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ＳＤＧｓ講話（７～９年生） ４月１５日（金） 
 

 

ヒルギダマシ講話・伐採作業（８・９年生） ４月２５日（月） 

 

地域の自然を学び 商品開発に取り組む！ 

 エコツーネットの栂村 宙子さんをお招きして、講話と伐採作業を行いました。屋我地島

周辺のマングローブ林の変遷やヒルギダマシの特徴や分布、外来種等について説明していた

だきました。ヒルギダマシのすごいところだけでなく、困っているところも挙げ、環境につ

いても考えさせられました。子ども達からは鋭い質問があり、細かいところまでよく聞いて

いるなと感じました。その後、ヒルギダマシを伐採し、乾燥させる作業を行いました。熱い

中でしたが、みんなで作業を分担し頑張っていました。これから、９年生がその素材を活か

した商品づくりに取り組む予定です。何ができるか楽しみですね！ 

新聞を使って楽しく考える！ 

 琉球新報アンバサダーの大久保 謙氏を招聘し、SDGs についての講演会を実施しました。

吉本興業でお笑い芸人のマネージャー等をしていた経歴を紹介した後、屋我地に関するたく

さんの新聞記事を使って、新聞の機能や情報との向き合い方等を話されていました。記事の

内容について、どう感じ、何を思ったか等を問いかけながら、SDGs の視点で情報をどう捉え

るかを考えさせていました。子ども達は、和やかな雰囲気の中、真剣に考え、多様な見方、考

え方等を学んでいる様子が伺えました。これからの様々な活動に活かせるとよいと思います。 

 


